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来春、新学棟が完成する予定（修道院跡）
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大学祭が中止になった場合には、「同窓生の集い」「奨学生支援バザー」は開催を中止します。
中止の際は、同窓会 HP でお知らせします。大学に準じて開催しますので、内容は変更すること
があります。ご不明な点は同窓会事務局までお問合せください。

南東から見た完成予想図（2024年４月竣工予定）

ご卒業50周年をお迎えになられ、心よりお喜び申し上げます。皆様のご卒業50周年を記念し
「同窓生の集い」へのご参加を呼びかけています。ささやかな記念品を用意しております。
　どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学21期の皆様へ

令和　　　年　　　月　　　日（土）― 大学祭初日 ―５ 10 28

ホームカミングデー
「同窓生の集い」のご案内

時 間

場 所
内 容

■

■
■

：

：
：

11：30 ～〔受付11：00～〕
＊会食後は自由にご歓談・散策をお楽しみください
大学学内
会食・スクリーン映像・学内ツアー（未定）

参加費
申込み方法

■
■

：
：
3,500円（昼食代含む）
9月1日（金）～ 9月30日（土）

＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

＊会報に同封の振込用紙にて振込

●時　間：10：00～14：00 ●場　所：ヨゼフホール 1F ヨゼフホールラウンジ
＊注意事項：学内への車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

加を呼びかけています。ささやかな記念品を
の上、ご参加ください。

4：00 ●場 所：ヨゼフホ ル 1F

奨学生支援バザー
フリージアの会による手作り品・セレクトショップ・遊休品・マイショップ・ブランドリユース品

掘り出し物ぞくぞく、魅力満載です。ぜひお出かけください。

本紙の印刷には環境にやさしい植物性大豆油インクを一部使用しています。

●題字　故・高木聖鶴

編集後記 会報第59号をお届けします。同窓会は、令和 5年、創立
70周年を迎え、2月にANAクラウンプラザホテルで記念式典を開催しました。
同窓生との再会を喜び、大学、同窓会の更なる発展を願いました。
　同窓会の活動はとても地道なものですが、Sr. 渡辺がおっしゃったように、
小さな事にも心を込めながら、今後も活動していくつもりです。
　今年のメインカラーは菊の琥珀色です。琥珀のごとく奥ゆかしく、菊花の
ごとく気品髙く、風格高き美徳をもってという意が込められています。

（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会
で

は
情
報
管
理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の
皆
様

の
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に
努
め
て

い
ま
す
。

会
員
は
、本
人
の
個
人
情
報
の
開
示・訂
正・

提
供
範
囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請
が
で
き
る
。

個
人
情
報
の
収
集
は
、
本
会
の
必
要
な
範

囲
に
限
定
し
、
使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

　

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

　

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓　

　

会
か
ら
の
連
絡
送
付

　

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

　

●
会
員
確
認
調
査

　

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供
は

し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

会報編集委員一同

ノートルダム清心女子大学同窓会
HP: https://ndsu-rurudo.jp　E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9
ＴＥＬ＆ＦＡＸ（086）253-8496 

■お問合せ

新たな学び舎の建設が進んでいます
　2024年は６名のシスターがアメリカ合衆国から来岡して、ちょうど100周年にあた
ります。その節目の年に、大学では新学部の設置構想とともに新学棟の建設が進め
られています。情報化、グローバル化が急速に進む社会で活躍できる人材を育成す
るため、また学生一人ひとりの潜在能力を十二分に引き出す教育を実践するため、
ハードとソフト両面の充実を実践しています。
　同窓生の皆様には、日頃から多大なるご支援を賜っているところ恐縮ではござい
ますが、私たちの後輩のため、また母校の発展のため、教育環境拡充資金へのご協
力をよろしくお願いいたします。
　詳細は同封の「ノートルダム清心女子大学教育基金　一粒の麦」をご覧くださいま
すようお願いいたします。
　なお、ご寄付の返礼品として、シスター渡辺和子のメモリアルグッズ作成を検討
しております。（詳細は、８月以降HPに掲載予定）

～ ～教育研究環境の拡充

ノートルダム清心女子大学　学 長 津 田 　 葵
ノートルダム清心女子大学同窓会　会 長 横 溝 洋 子

rurud
鉛筆



　

昨
年
の
代
議
員
総
会
に
て
、

会
長
の
再
任
を
仰
せ
つ
か
り

早
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
身

に
余
る
大
役
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
会
運
営
に
関
し

ま
し
て
、
私
達
理
事
は
す
べ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
役
員
、
代
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
、
多

く
の
同
窓
生
の
方
々
の
ご
協
力
は
も
と
よ
り
、

学
長
、
諸
先
生
方
の
ご
助
言
、
ご
指
導
の
お

か
げ
と
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
重
責
を
果
た
す
べ
く
、
理
事

を
中
心
に
、
各
支
部
の
支
部
長
、
及
び
代
議

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
今
ま
で
以
上

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
二
月
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
同
窓
会
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
＆
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
ま
で
支
部
総
会

や
同
窓
生
の
集
い
な
ど
も
す
べ
て
延
期
や
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
久

し
ぶ
り
に
同
窓
生
の
方
と
一
緒
に
、
大
学
の

学
長
は
じ
め
先
生
方
と
一
緒
に
な
り
、
大
学
、

同
窓
会
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
親
交

を
深
め
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
徐
々
に
同
窓
会
も
含
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学

祭
と
同
時
開
催
す
る
今
年
の
秋
の『
同
窓
生

の
集
い
』で
す
が
、
今
回
も
奨
学
生
支
援
バ

ザ
ー
と
一
緒
に
開
催
し
ま
す
。『
同
窓
生
の

集
い
』で
は
七
十
周
年
記
念
式
典
の
様
子
や

大
学
、
同
窓
会
の
歴
史
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
ご

覧
頂
く
予
定
で
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
る
大
学
内
を

見
学
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
秋
は
学
生
時
代

に
戻
っ
た
気
分
で
大
学
内
を
散
策
し
、
当
時

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
支
部
総
会
も
二
年
間
、
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
再
開
し
ま
す
。
大
学
も
来
年
度
に

は
新
学
部
が
二
学
部
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

新
学
棟
の
建
設
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

大
学
も
ま
た
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
否
定

的
に
思
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
前
向
き
に
と

ら
え
て
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
に
こ
そ
、
人
生
を
大
切
に
す
る
、
命
を
大
切

に
す
る
に
は
、
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
に
行
動

す
れ
ば
良
い
か
、
周
り
の
方
た
ち
の
為
に
何
が

で
き
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。）

現
在
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
は
、

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
ご
き

げ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
が
確
認
さ

れ
て
い
る
現
在
、
大
学
で
も

二
〇
二
二
年
度
は
累
計
し
て

四
四
〇
名
に
達
し
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
度
も
よ
り
一
層

の
感
染
防
止
対
策
を
大
学
と
し
て
心
が
け
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
一
人
の
卒
業
生
が
学
長
室
を

訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（T
he A

ssociation of M
edical D

octors 
of A

sia

）の
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
在
学
中
に
宣
教
師
の
シ
ス

タ
ー
か
ら
英
語
の
上
達
の
た
め
に
毎
日
英
語

で
日
記
を
つ
け
な
さ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
そ
れ
を
添
削
し
て
く
れ
て
い
た
彼
女
か

ら
、
将
来
の
展
望
と
し
てhum

anitarian

（
人
道
主
義
）
的
な
仕
事
に
向
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
お
す
す
め
を
受
け
た
そ
う
で

す
。
卒
業
後
、
よ
き
伴
侶
に
出
会
い
、
結
婚
。

子
ど
も
を
三
人
授
か
り
、
末
っ
子
の
お
し
め

を
干
し
て
い
た
時
、
学
生
時
代
に
一
度
耳
に

し
たhum

anitarian activity

と
い
う
こ

と
ば
が
胸
に
響
い
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の

時
、
初
め
か
ら
自
分
が
何
か
を
企
画
し
た
り

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
も
、
何
か
の
活
動
に

協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
へ
の
寛
容

さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
か
か
わ
る
こ
と

を
決
心
し
た
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
災
害

や
紛
争
発
生
時
に
医
療･

保
健
衛
生
分
野
を

中
心
に
緊
急
人
道
支
援
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
現
在
、
三
十
二
の
国
と
地
域
に
あ
る
支

部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
多
国
籍

医
師
団
を
結
成
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

〝
救
え
る
命
が
あ
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
〞
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
活
動
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア

ム
ダ
理
事
と
し
て
、
彼
女
は
現
在
、
支
援
局

長
と
し
て
日
本
国
内
の
東
日
本
大
震
災
、
熊

本
地
震
、
総
社
市
の
豪
雨
な
ど
被
災
地
へ
の

救
援
活
動
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
卒
業
生
の
今

23

ご
挨
拶

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会

会
長

横
溝
洋
子

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
理
事
長

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学　

長

津
田

葵

就
職
率
に
関
し
て
も
国
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
位
置
し
、
公
務
員
や
教
員
も
多
く
輩
出
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
真
面
目
に
仕
事
に
向

か
う
態
度
も
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
同
窓
生
の
皆
様
の
多
く
が

就
職
し
た
先
で
社
会
の
中
で
必
要
と
さ
れ
て

い
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
結
果

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

子
大
学
を
母
校
と
す
る
誇
り
を
再
認
識
し
、

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
や
助
言
を
お
聞
か
せ

頂
き
な
が
ら
、
そ
し
て
大
学
と
も
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
卒
業
生
の
皆
様
が
楽
し
く
参
加

で
き
る
同
窓
会
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
が
母

校
の
発
展
の
一
助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
く

進
化
し
て
い
く
母
校
を
、
同
窓
会
と
し
て
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
応
援
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

医
師
五
人
、
看
護
師
六
人
、
調
整
員
三
人
、

合
計
十
四
人
が
現
地
の
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
現
地
協
力
団
体
と
密
に
連
絡
を
と

り
な
が
ら
、
医
療
・
食
糧
・
生
活
支
援
を

行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
道
支
援
の
実
践
は
、
私
た

ち
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
不
可
能
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
現
実
の
世
界
に
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
、
課
題
は
何
か
、
そ
の
原

因
を
つ
き
と
め
、
そ
の
課
題
の
解
決
に
少
し

で
も
近
づ
く
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
祈
り
、
具
体

案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。

　

国
外
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

対
す
る
軍
事
侵
攻
が
続
く
中
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
隣
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
赴
き
、
活
動
を
始

め
る
前
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
団
体
と
ど
の

よ
う
な
活
動
が
可
能
か
を
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
会
議
中
に
電
話
が
入
り
、
担
当
者
の
息

子
さ
ん
が
キ
ー
ウ
で
戦
死
し
た
と
い
う
衝
撃

的
な
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
担
当
者
は
急
遽
そ

の
遺
体
を
探
す
た
め
に
そ
の
場
を
離
れ
、
戦

地
に
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

「
死
」の
概
念
が
い
つ
も
意
識
に
こ
び
り
つ

い
て
い
る
最
中
、
彼
女
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子

供
た
ち
を
預
か
っ
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
内

の
幼
稚
園
を
訪
ね
、
孤
独
で
さ
び
し
そ
う
で

元
気
の
な
い
子
供
た
ち
に
折
り
紙
を
折
っ
て

日
本
伝
統
の
遊
び
方
を
伝
授
し
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
、
三
月
と
十
月
の
二
度
に
わ
た
り
、

歴代の会長

3

女
専
初
代
会
長

筒　

井　

祥　

子

女
専
二
代
会
長

中　

込　

博　

子

同
窓
会
初
代
会
長

山　

崎　

寿　

賀

同
窓
会
二
代
会
長

榎　

並　

英　

子

同
窓
会
三
代
名
誉
会
長

田　

渕　

禎　

子

同
窓
会
四
代
会
長

坂　

本　

素　

子

同
窓
会
五
代
会
長

草

薙

嘉
奈
子

同
窓
会
六
代
会
長

長　

野　

育　

子

同
窓
会
七
代
会
長

西　

室　

典　

子

同
窓
会
八
代
会
長

横　

溝　

洋　

子
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　本保恭子（大26期・児童）
副学長の乾杯の発声で懇
親会が始まりました。

　妹尾美穂子（大32期・児童）
理事が「祈り」のことばを
先んじて、全員で唱和し
ました。

　第８代横溝洋子（大 26 期・英文）会長が、
今までの同窓会活動への協力に感謝を述
べました。また今後も、同窓生だけでなく、
学生たちをサポートするために、力を合
わせて歩みを続けると挨拶しました。

ました。

　香川県出身で、国内外で活躍中のバイオリニストの川井郁
子さんに演奏していただきました。
　オリジナル曲の「波の記憶」、「アヴェ・マリア」など演奏され、
会場全体が素晴らしいバイオリンの音色に包まれました。

来賓のSr.津田葵（大14期・英文）学長とSr.髙木孝子特別招聘教授の挨拶がありました。来賓のS 津田葵（大14期 英文）学長とS 髙

　荒内和美（大 31期・家政）実行委
員長が、閉会の挨拶をし、次回
の「同窓生の集い」での再会を約
束しました。

周年70同窓会創立

R５.２.12
山陽新聞より

参加者全員
への記念品

大学17・18・ 　
19・20期の

招待期の皆様への
特別記念品

全員で大学歌を
斉唱しました。

令和５年２月11日（土）ANAクラウンプラザホテル「曲水の間」で
同窓会創立70周年記念式典・懇親会を開催しました。

来賓の方をはじめ、全国から約150名の同窓生が集まり、記念式典が厳かに始まりました。

多くの方々と共に、同窓生であることに、誇りと喜びを感じることができました。
次回は令和５年10月28日（土）のホームカミングでお会いしましょう。

同窓会創創立

R５.２.12
山陽新聞より

記念式典・懇親会

中 バイオリ ト 川井郁中

妹尾美穂子（大32期 児童）

荒内和美美（（大 31期・家政）

員加者全員

70 周年を
祝う料理

髙木孝子特別招聘教授の挨拶がありました髙木

　70年にわたる同窓会の歴史や活動、
行事などがスクリーンに映し出され
ました。
　懐かしい学舎の映像も流れ、学生
時代の良き思い出が一瞬のうちに甦
りました。
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二
〇
二
二
年
九
月
二
十
五
日（
日
）、
第
二
十
三
回
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
ト
ロ
フ
ィ
ーE

nglish 
Presentation 

C
ontest

を
本
学

ヨ
ゼ
フ
ホ
ー
ル
B
棟
三
階
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
本
学
津
田
学
長
よ
り
開
会
挨
拶
を
賜
り
、
準
備
の
段
階

よ
り
木
津
英
語
英
文
学
科
長
を
は
じ
め
審
査
員
の
先
生
方
、
ま
た

入
試
広
報
部
よ
り
様
々
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
三
年
振

り
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
内
外
よ
り
七
校
十
三
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
一
次
審
査

を
通
過
し
た
高
校
生
十
名
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
を

示
し
な
が
ら
、
英
語
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
英
語
に
よ
る
質
疑
応
答
で
は
審
査
員
の
質
問
に
、
自
分

の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
時
間
を
利
用
し
、
六
月
、
本
学
が
関
西
圏
以
外
で

初
の
開
催
校
と
な
っ
たJU

E
M
U
N
2022

（
模
擬
国
連
）の
D
V
D

上
映
と
、
そ
の
模
擬
国
連
で
議
長
を
務
め
た
本
学
三
年
生（
当

時
）の
片
山
さ
や
華
さ
ん
が
見
事
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

英
語
に
よ
る
司
会

や
進
行
も
本
学
の
学

生
が
担
当
し
、
高
い

英
語
力
や
立
ち
居

振
る
舞
い
の
美
し
さ

に
、
会
場
に
お
越
し

の
方
々
か
ら
称
賛
の

お
言
葉
も
頂
戴
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
、
有
意

義
な
発
表
の
場
と
な

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。 プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

2022年度 活動報告ボランティア

　

二
〇
二
二
年
十
二
月
六
日
同
窓

会
主
催
で
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
と
し

て
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
大

瀧
賢
一
郎
氏
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
、

ヨ
ゼ
フ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
瀧
氏
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
小
学
校
の

卒
業
生
で
す
。
そ
の
縁
も
あ
り
、
同
小
・
同
幼
稚
園
児
、
ま
た

そ
の
保
護
者
を
始
め
、
大
学
生
、
大
学
・
同
窓
会
関
係
者
等
百

名
近
く
が
会
場
に
集
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
無
料
で
行
わ
れ
、
本
大
学
を
皮
切
り
に
、
広

島
・
長
崎
・
東
京
の
教
会
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

慈
善
事
業
に
尽
力
し
た
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
、
オ
ー
ド
リ
ー
ヘ
ッ

プ
バ
ー
ン
、
ダ
イ
ア
ナ
妃
、
そ
し
て　

渡
辺
の
お
姿
が
映
し
出

さ
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
を
バ
ッ
ク
に
、「
神
の
御
子
は
今
宵
し
も
」

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
」な
ど
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
大
瀧
氏
の
深
く
包
み
込
む
よ
う
な
歌
声
に
、
会

場
は
魅
了
さ
れ
、
優
し
く
お
だ
や
か
な
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
時
代
の　

渡
辺
と
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

―

「
九
九
」を
覚
え
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
大
瀧
氏
に「
あ
な
た

に
は
、
美
し
い
歌
声
が
あ
り
ま
す
よ
」と
励
ま
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と―

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
シ
ス
タ
ー
の
お
言
葉
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
声
楽
家
の
道
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

　

受
付
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
募
金
は

大
瀧
氏
の
善
意
で「
同
窓
会
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
バ
ザ
ー
は
楽
し
い
ね
！
」

三
年
ぶ
り
に
大
学
祭
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
は
、
予
想
以
上
に
多

く
の
方
が
来
場
し
て
く
だ
さ
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
同
窓
生
も

い
て
、
こ
の
バ
ザ
ー
は
販
売
す
る
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
同
窓
生
た
ち
が
集
う
場
所
で
も
あ
る

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
の
方
も

見
に
来
て
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
来
年

度
は
、
男
性
用
の
グ
ッ
ズ
も
作
っ
て
み
よ
う
と

い
う
声
も
上
が
り
、
作
品
の
幅
が
広
が
っ
て
い

き
そ
う
で
す
。

　

バ
ザ
ー
の

売
上
金
は
全

額
、
学
生
た

ち
の
奨
学
金

と
な
り
ま
す
。

空
い
た
時
間

に
誰
か
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
と
思
わ
れ
て

い
る
あ
な
た
、
手
芸
を
楽
し
む
こ
と
で
、
奨
学

生
を
支
援
し
ま
せ
ん
か
？
縫
物
や
編
み
物
だ
け

で
な
く
、
手
作
り
な
ら
ど
ん
な
も
の
で
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
新

メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で
す
。

（
大
・
二
十
六
・
食
山
本
美
智
子
）

「
ゆ
め
文
庫
」は
、
点
訳
絵
本
を
作
成
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
点
訳
絵
本
は
、

市
販
の
絵
本
の
文
章
を
フ
ィ
ル
ム
シ
ー
ト
に
点

訳
・
貼
り
付
け
を
し
、
絵
は
同
じ
シ
ー
ト
で
形

に
合
わ
せ
て
貼
り
、
指
先
で
触
れ
て
形
が
わ
か

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
目
の
不
自
由
な
方

も
健
常
な
方
も
一
緒
に
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

活
動
は
月
に
二
回
。
活
動
時
間
内
で
あ
れ
ば

其
々
の
可
能
な
時
間
に
参
加
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
選
ん
だ
絵
本
の
点
訳
が
文
章
に
忠
実

に
で
き
て
い
る
か
等
を
点
検
し
て
も
ら
い
、
わ

か
ら
な
い
箇
所
は
そ
の
都
度
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
る
環
境
で
す
。

　

道
具
や
資
料
は
全
て
整
え
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。（

大
・
三
十
六
・
国
文
錦
織
美
和
）

エ
ン
ジ
ェ
ル
会

は
、
二
〇
二
二
年
、

発
足
二
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
主

な
活
動
は
旭
川
荘

内
三
箇
所
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

療
育
園
で
は
、
一

緒
に
お
菓
子
を

作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
睦
学
園
で
は
、

車
椅
子
で
の
散
歩
や
室
内
活
動
の
手
伝
い
、
児
童

院
で
は
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
歌
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
夏
祭
り
、
セ
ン
タ
ー
祭
り
等
の
行
事
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
二
〇
一
九
年
七
月
、
初

め
て
夏
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
経
験
が
な
く
緊
張
と
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
の

参
加
で
し
た
が
、
利
用
者
の
方
の
笑
顔
と
明
る
さ

に
助
け
ら
れ
、
気
持
ち
が
徐
々
に
ほ
ぐ
れ
て
い
く

の
を
感
じ
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
旭
川

荘
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

近
い
う
ち
に
活
動
が
再
開
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
活
動
も
始
め
て
十
年
。
二
十
七
音

の
ベ
ル
を
六
人
の
演
奏
者
で
担
当
し
、
誰
に
で

も
口
ず
さ
め
る
曲
を
中
心
に
演
奏
し
て
い
ま
す
。

旭
川
荘
の
七
夕
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
最
近
で
は

地
域
の
サ
ロ
ン
等
、
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

所
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
年
代
を

超
え
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
ベ
ル
の
澄
ん
だ
音
色
に
心
癒
さ
れ
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
。
（
大
・
三
十
一・
英
松
本
千
春
）

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

ゆ
め
文
庫

エ
ン
ジ
ェ
ル
会

ゆめ文庫新刊目録
はんぶんこ

みんな　おおあくび

こんこんさまにさしあげそうろう

ちいさな　きいろい　かさ

あいしてるよ

どきどきよぼうちゅうしゃ

教室はまちがうところだ

わんわん　にゃーにゃー

くろくんと　ふしぎな　ともだち

ちいさな星の子と山ねこ

チビねずくんのあつーい　いちにち

すどんと いっぱつ すていぬシンプだいかつやく

しはつでんしゃ

たこをあげる　ひとまねこざる

ぼくのおへそ

ね、ぼくのともだちに　なって！

おなら

ハーメルンの笛吹き男

たのしくねかしつけ！ おやすみなさい

あぶう　ばぶう

せんろはつづくまだつづく

おべんとうバスのかくれんぼ

ねこのジョン

杜　今日子

薮内　正幸

森　はな

もり　ひさし

たかやま　あゆか

小林　まさこ

蒔田　晋治

長　新太

なかや　みわ

にしまき　かやこ

ダイアナ・ヘンドリー

ジョン・バーニンガム

石橋　真樹子

マーガレット・レイ

かねきよ　みさえ

エリック・カール

長　新太

レナーテ・レッケ

野島　剛司

晴佐久　昌英

竹下　文子

真珠　まりこ

なかえ　よしを

ディズニーリース

ただいま制作中

効果的にスライドを使って発表

第23回 プレゼンテーションコンテスト

干支のうさぎたち

定例会

ティッシュボックスカバー

最優秀賞

（岡山城東２年）
田 中 夢 唯

優 秀 賞

（岡山学芸館３年）
斉 藤 彩 花

特 別 賞

（岡山学芸館２年）
細 井 健 志

大
瀧
賢
一
郎
氏

二
〇
二
二
年
十
二
月
六
日
同
窓

年

会
主
催
で
、
テ

ル
歌
手

し

大
瀧
賢
一
郎
氏

チ
ャ
リ
テ
ィ
ｌ
コ
ン
サ
ー
ト

Sr.

Sr.



89

2023年度
ノートルダム清心女子大学同窓会 奨学生

大田原　叶　佳
阪　本　日　和
菅　形　侑　納
玉　木　咲　良
井　上　日菜子
泉　田　結　衣
堀　　　優樹日

4年生

3年生

2年生

4年生

3年生

2年生

2年生

文 学 部 英 語 英 文 学 科

文 学 部 英 語 英 文 学 科

文 学 部 英 語 英 文 学 科

人間生活学部人間生活学科

人間生活学部人間生活学科

人間生活学部人間生活学科

人間生活学部人間生活学科

団　体

個　人

2022年度 同窓会奨励賞（受賞時の学年）

◆陸上競技部

◆ツボジョーワールド探検隊

◆英 語 英 文 学 科 3年生　片　山　さや華 

◆英 語 英 文 学 科 3年生　鳴　滝　悠　花

◆英 語 英 文 学 科 3年生　守　時　実　香  

◆日本語日本文学科 4年生　寺　尾　穂乃香 

◆人 間 生 活 学 科 2年生　永　見　千代乃  

◆人 間 生 活 学 科 1年生　岡　本　麻　央

◆児 童 学 科 2年生　丸　川　昇　子

◆食 品 栄 養 学 科 1年生　片　山　結　愛 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
拡
大
に
よ
っ
て
二
〇
二
〇
年
度
、
二

〇
二
一
年
度
の
大
学
祭
は
中
止
に
な
り
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
五
日（
土
）に
三

年
振
り
に
一
日
限
定
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
に
よ
る「
奨
学
生
支
援
バ

ザ
ー
」も
例
年
よ
り
も
時
間
短
縮
の
十
三
時
ま
で
で
し
た
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
穏
や
か
に
晴
れ
て
、
日
差
し
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
中
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
の
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
品
、
多
く
の
同
窓
生
か

ら
の
寄
贈
品
や
遊
休
品
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
三
年
振
り
の

開
催
な
の
で
、
お
客
様
が
来
ら
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
十
時
の
開
店
前
か
ら

多
く
の
方
々
が
列
を
な
す
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
開
店
と
同
時
に
品
物
を

手
に
取
り
、
ブ
ラ
ン
ド
品
の
衣
類
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
姿
見
鏡
の
前
で
試
着
さ
れ

る
方
や
、
セ
レ
ク
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
熱
心
に
品
定
め
を
さ
れ
る
方
々
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

同
窓
生
に
よ
る「
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
」は
ビ
ー
ズ
織
作
品
、占
い
、ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

フ
リ
マ
の
三
店
舗
が
出
店
さ
れ
、
ど
の
店
舗
も
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
食
品
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
弁
当
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
販
売
し
、

早
々
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
、
今
年
度
も
ど
う
ぞ
バ
ザ
ー
会
場
に
足
を
お
は
こ

び
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー

2022年度 寄附金・バザー協力者一覧（年度別・敬称略）
本

保

恭

子

大　

瀧　

賢
一
郎

二
十
三
期
家
政
学
科

片

岡

逸

女

吉

田

清

子

福

田

敏

子

上

塚

節

子

安

村

時

子

武　
　
　

弘

子

山　

本

俶

　

松
尾
京
子

堀　
　
　

素

子

平

田

博

子

三　

宅　

美
智
子

佐　

野　

美
代
子

白

神

礼

子

石

川

澄

子

北

川

も

と

河

内

章

子

堀

越

伸

子

青

地

広

子

奉
日
本　

清　

子

横　

山　

喜
代
子

池　

田　

シ
ズ
子

石

田

佳

子

小　

川　

路
得
子

石

野

正

江

牧

野

俊

子

舘

野

康

子

嵐　
　
　

昭

子

佐

藤

邦

子

福

田

桂

子

藤

川

定

子

丸　

山　

ツ
ヤ
子

牧　
　
　

千
鶴
子

西　

村　

久
仁
子

犬

飼

典

子

松

田

玲

子

品

川

祥

子

山　

田　

美
保
子

山　

田

和

子

藤　

原　

登
喜
子

谷

村

和

子

中

西

敏

子

平

松

恭

子

山

口

綾

子

豊

田

早

苗

江

田

栄

子

小
鍛
治　

洋　

子

香　

山　

キ
ミ
子

今

井

温

子

前

田

好

子

戸

谷

尚

子

楽

前

靖

子

永　

原　

由
美
子

大

西

康

子

遠

藤

廣

子

灰

本

敦

子

井

上

滋

子

明　

石　

志
津
江

村

嶋

邦

子

中

山

邦

子

作

田

明

美

宮

尾

裕

子

隅

田

貞

美

山
野
井　

節　

子

見

満

雅

代

小

野

加

与

佐

藤

瑞

穂

杉　

山　

美
佐
子

片

山

幸

子

小
笠
原　

芳　

子

豊

原

恵

子

井

上

悦

子

堀　

口　

多
加
子

亀

川

京

子

入　

谷　

み
つ
子

生　

田　

千
津
子

岡　

野　

由
美
子

杉

田

洋

子

鳥

取

温

子

伊　

丹　

三
保
子

宗

田

容

子

中
大
路　

美
知
子

藤　

原　

み
え
子

石　

原　

み
ゆ
り

髙　

木

緑

藤

沢

治

子

太　

田　

よ
し
の

向　

坂　

記
美
代

山

田

恵

子

斎

藤

礼

子

長

野

育

子

岡

田

範

子

國

崎

祐

子

安

部

益

寧

黒　

瀬　

千
代
子

萱

野

啓

子

石

井

孝

子

三　

上　

麻
理
子

小
笠
原　

ヒ
ロ
子

木

村

純

子

村

上

貴

子

小

若

暁

子

兼

本

京

子

高

橋

香

織

森　
　
　

朋

子

谷

口

淳

子

井　

上　

理
恵
子

神

崎

貞

子

中

川

桂

子

佐

藤

千

壽

筒　

井　

万
里
子

前

田

明

美

菅

原

弘

子

池

町

睦

子

児

山

恵

子

松

本

恵

子

花

田

典

子

髙

橋

典

子

惠

見

慶

子

河

田

斉

子

西　

牧　

真
由
美

中

尾

満

江

石

川

典

恵

鈴

井

佳

子

阿
字
地　

道　

代

中

西

一

代

撰　
　
　

映

里

阿
久
津　

淑　

子

高

津

昌

美

牧　
　
　

久

美

柴

田

淳

子

神　

宝　

佐
恵
子

片

山

尚

子

吉　

水

玲

原

山

裕

子

ミ
ラ
ー　

典　

子

三

上

順

子

竹

内

麻

理

難

波

久

子

三

牧

佳

子

佐

藤

好

恵

家
根
原　

寛　

子

関　
　
　

清

美

豊　

福　

三
智
子

村

井

督

代

宮

野

志

保

山

本

恵

理

大

倉

陽

子

塩

見

温

子

藤

澤

陽

子

根

橋

理

香

石

丸

美

幸

森　
　
　

優

子

小

谷

寛

子

池

田

尚

子

西

風

美

香

小

川

昌

子

矢

敷

典

子

神

山

佳

江

佐

野

裕

美

古

林

朋

子

瀬

尾

佳

苗

河

向

智

美

山

本

景

子

平

川

香

織

白

根

直

子

須　

藤

彩

茅

原

祥

子

根

本

教

子

川

上

敬

子

村

上

宜

子

石

川

雅

美

濱　

﨑　

絵

梨

榎　

本　

み
ゆ
き

黒

瀬

理

絵

久

山

桃

代

村

上

季

子

三　

宅　

小
百
合

岡　

﨑　

安
希
奈

松　

本　

依
利
子

川

建

鮎

加

風
呂
内　

佑　

未

松　

本　

麻
梨
子

信　

清　

百
合
子

仁　

宮　

千
香
子

片

山

典

子

味

村

奈

実

王　

田　

実
津
季

理

事

一

同

学生支援事業

フリージアの会手作り品コーナー

※58号で記載した王野実津季さんは、王田実津季さんの誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。

遊休品コーナーマイショップ「占い」

Sr.

奨
学
金
事
業

学
生
支
援
学
内
講
座

●秘書検定講座

２　級

準１級
合 　 計

45

45

コ ー ス 受講者数

実施せず

実施せず

●公務員・教員採用試験対策講座

公務員試験対策講座

教員採用試験対策講座
40

コ ー ス 受講者数

　

二
〇
二
二
年
度
、
延
べ
四
八
一
名
の
学
生
が
、
学
内
講
座
を
受
講
し
、

各
種
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
対
面
授
業
に
戻
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
た
ち
の
状
況
に
応
じ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
秘
書

検
定
講
座
と
も
、
資
格
取

得
試
験
は
学
内
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
学
生
た
ち
の

就
職
活
動
の
一
助
に
な
る

よ
う
資
格
取
得
の
呼
び
か

け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
、
愛
と
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
、
学
び
た

い
学
生
を
一
人
で
も
多
く
支
援
す
る
制
度
と
し
て
昭
和
二
十

九
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
人
物
や
学
業
成
績
な
ど
を
考
慮
し
、

選
ば
れ
た
学
生
に
返
還
不
要
の
奨
学
金
と
し
て
、
現
在
年
額

二
十
八
万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
委
員
会
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
奨
学
生
に
対
し
、

七
月
と
十
一
月
に
指
導
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
奨
学
生
と

し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
異
学
科
異
学
年
の
奨
学
生

が
集
う
報
告
会
で
す
か
ら
、
学
生
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

二
〇
二
二
年
十
一
月
に
は
、
次
年
度
の
奨
学
生
の
第
一
次

選
考
会
を
持
ち
、
二
〇
二
三
年
一
月
の
第
二
次
選
考
会
で
の

厳
正
な
審
査
に
よ
り
二
〇
二
三
年
度
の
奨
学
生
七
名
を
決
定

し
ま
し
た
。

受賞しました！

受賞しました！

《個人賞》

「MOS世界学生大会 2023」ワード部門 入賞
人間生活学科 ２年 瀬　﨑　若　菜（受賞時は 1年生）

2022年度 秘書技能検定
団体優秀賞

Microsoft Office Specialist

Excel アソシエイト

Excel エキスパート

Word アソシエイト

Word エキスパート

Power Point

Access

（一般）

（上級）

（一般）

（上級）

合 　 計

122
29
144
27
70
4

396

コ ー ス 受講者数

●パソコン資格取得講座

英語英文学科 3年生 片　山　さや華

特別奨励賞

2023年度 奨学生支援バザー
◆10月28日（土）

◆受付期間

◆問 合 せ

☆マイショップ募集

＊フリージアの会（手作り品）、マイショップ、
セレクトショップ、遊休品、ブランドリユース品
10時～14時

９月～10月中旬

同窓会事務局 TEL（086）253－8496

手作り品を制作しておられる方、ご自身のお店を
出店しませんか？

☆遊休品、ブランドリユース品寄贈のお願い
手作り品、遊休品、ブランドリユース品をご提
供ください。Ｔシャツなどの古着はご遠慮くだ
さい。

：ヨゼフホールラウンジ

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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支部だより ●支部活動にご協力いただける方を募集しています
●支部会費の納入をお願いします

●九州支部（733人）
コロナ禍で自粛しておりました同窓会活動ですが、今年

から徐々に再開していきたいと考えております。総会・懇親
会につきましては、来年の開催に向け鹿児島で準備を行っ
て参ります。役員一同、ようやく前進できる事に喜びを感
じております。新たなスタートとなる総会・懇親会で一人で
も多くの方とお会いできることを楽しみにしております。

支部長  青木美樹子

●北海道ユリア会（53人）
行動制限が緩和され、世の中のイベントが復活しました。

長引くコロナ禍の中で、さまざまな移動や体験の機会が失わ
れた反面、「直接対話することの重要性」を再確認したことで
しょう。2023年は、心が元気になる総会の年！新たな出会い
とユリア会の絆を確かめあえたらと思います。選ばれしユリ
ア侍、函館に集結を！！

代表 梅田史恵 

●東京支部（2,020人）
活動が少しずつ戻って参りました。2023年８月５日（土）

の支部総会は、１都15県の支部特性を考え
Zoom参加を追加募集します。ご希望の方は、
QRコードからお申込みください。東京支部
会員限定です。ご参加お待ちしています。

支部長  福長里彩 

●東海支部（580人）
東海支部では、コロナ禍により延期を余儀なくされてい

た支部総会を2023年10月７日（土）に名古屋にて４年ぶりに
開催いたします。同窓生の輪が広がることを願って、皆様
と楽しいひとときを過ごせますよう、役員一同、心を込め
て準備しております。是非ともこの機会に声をかけ合って
ご参加くださいますようお願い申し上げます。

支部長 中司恵理 

●京阪神支部（2,253人）
京阪神支部では、５月から新役員メンバーで支部活動を

スタートしています。新型コロナウイルス感染拡大の影響
で、やむなく開催中止となっておりました総会・懇親会です
が、2024年８月に開催を予定しております。皆様と再び笑
顔でお会いできますことを楽しみにしております。多くの
同窓生のご参加を心よりお待ちしています。
（兵庫県 岡　智香 記）

支部長 宮浦利江 

●岡山県支部（17,549人）
昨年は、３年ぶりの「地域花みずき会」（各地域で開く同窓
会）を瀬戸内・上道・西大寺地域において開催し、40名近くの
会員が和やかな雰囲気の中で親睦を深めることができまし
た。2023年は、４年ぶりに支部総会・親睦会を予定していま
す。ともに楽しく心温まるひとときを過ごせる会になりま
すよう願っております。

支部長  大月昌子 

●四国支部（1,319人）
四国支部では初めての企画ですが、2023年11月11日（土）

丸亀の中津万象園でミニ同窓会を開きます。近隣にお住い
の卒業生で声を掛け合い、素晴らしい庭園を見ながら思い
出話に花を咲かせ、さらに絆を深めたいと思います。同窓
生の積極的な参加を期待しています。

支部長  正岡ふゆみ 

●鳥取支部（96人）
コロナ禍も３年を過ぎました。「流行り病にかかってし

まって…」とインフルエンザのように、チョッピリ世間では
気持ちも緩和されだした今日この頃です。油断禁物ではあ
りますが、今年こそは色々な事が再活動できるのではと期
待しております。鳥取支部の皆さん！今年は同窓会再開し
ますよ！お楽しみに！！

支部長  三輪洋子

●広島支部（1,734人）
2022年度も新型コロナ第７波を受け、表立った活動はか

ないませんでした。そのような中、ノートルダム清心女子
大学附属小学校ご出身の声楽家大瀧賢一郎さんがチャリ
ティーコンサート開催のため来広され、広島支部からはお
花をお贈りさせていただくことができました。支部の皆さ
まとお目にかかれる日が一日も早く訪れますように。

支部長 濱田晶子

※各支部の会員数は2023年５月現在のものです

2023年５月27日（土）、
ノートルダム清心女子
大学中央棟８階会議室
において支部長会を開
催しました。
コロナウイルス対策

のため、支部総会の中止を余儀なくされましたが、今年度
より支部総会が開催されることになりました。多くの同窓
生に参加してもらうために努力することを誓いました。

■2023年度支部長会報告

「
瑞
宝
小
綬
章
」

　

廣
畑
多
恵
さ
ん

は
、
一
九
九
二
年

本
学
英
語
英
文
学

科
を
卒
業
さ
れ
ま

し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の

精
神
に
基
づ
く

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
感
銘
を
受
け
、
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
日
本
人
男
性
と
結

婚
し
、
三
人
の
子
ど
も
を
授
か
り
ア
メ
リ
カ
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ル
ト
や
毛
糸
で
作
っ
た
パ
ペ
ッ
ト
人
形
な

ど
を
用
い
て
、
障
害
者
や
弱
い
立
場
の
方
の
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
四
十
七
才
と
い
う
若
さ
で
、
N
Y
州
コ
ペ
イ

ク
の
キ
ャ
ン
プ
ヒ
ル（
障
害
者
福
祉
の
村
）で
、
二

〇
一
七
年
に
志
半
ば
で
、
ご
家
族
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
常
に
弱
い

立
場
の
方
に
寄
り
添
う
と
い
う
姿
勢
は
、
今
で
も

多
く
の
仲
間
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
慎
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
五
年
七
月
九
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
仲
間
達
が
来
岡
し
、
瀬
戸
内
市
立
図
書
館
で

廣
畑
さ
ん
の
遺
し
た
人
形
を
使
っ
て
公
演
す
る
予

定
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
生
き
て

廣
畑
多
恵
さ
ん
大
・
四
十
期
・
英
文
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廣
畑
さ
ん
の
遺
し
た
人
形
を
使
っ
て
公
演
す
る
予

定
で
す
。

死
に
近
き
娘
の
背
に
手
を
や
れ
ば

わ
が
指
に
触
れ
る
と
が
り
し
背
骨

母
・
廣
畑
周
子

置置かれかれた場所で咲く

二
〇
二
二
年
秋

の
叙
勲
で
、
奥
山

清
美
さ
ん
が
瑞
宝

小
綬
章
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

奥
山
さ
ん
は
、

一
九
六
五
年
本

学
家
政
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
そ
の
後
十
年
間

助
手
講
師
と
し
て
大
学
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
シ
ス
タ
ー
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
学
長

様
の
も
と
、
西
堀
幸
吉
先
生
の
指
導
を
受
け

ら
れ
、
そ
の
時
の
教
え
が
長
年
に
渡
る
研
究
・

教
育
生
活
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

一
九
七
五
年
四
月
に
は
、
福
山
市
立
女
子

短
期
大
学
に
着
任
さ
れ
、
六
十
五
才
の
定
年

ま
で
の
三
十
三
年
間
を
女
子
教
育
に
心
血
を

注
が
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
退
職
後
も
、
同
大
学
・
広
島
県
立
大
学
・

福
山
平
成
大
学
・
福
山
歯
科
衛
生
士
学
校
な
ど

の
非
常
勤
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

奥
山
さ
ん
の
教
育
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢

が
、
こ
の
度
の
受
賞
さ
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
窓
生
と
し
て
大

変
嬉
し
く
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
奥
山
さ
ん
の
今
後

の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

奥
山
清
美
さ
ん
大
・
十
三
期
・
家
政

（
福
山
市
立
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

（
写
真　

令
和
四
年
十
一
月
三
日
山
陽
新
聞
よ
り
）

　

本
保
恭
子
先
生
は
、
本
学

児
童
学
科
を
、
一
九
七
八
年

に
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

後
は
、
児
童
学
科
で
、
実
習

助
手
、
助
手
、
講
師
と
し
て
、

学
生
た
ち
に
指
導
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
助
教
授
、
准

教
授
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
、
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
児
・
者
や
困
っ
て
い
る
人
へ
の
支
援
を
、
治
療
・
教
育
・

福
祉
の
立
場
か
ら
考
え
る「
治
療
教
育
学
」が
ご
専
門
で
す
が
、

そ
の
学
び
に
は
終
わ
り
が
な
く
、
教
授
就
任
後
も
、
長
崎
純

心
大
学
大
学
院
で
、
研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
、
副
学
長
に
就
任（
令
和
三
年
三
月
ま
で
学

務
部
長
と
兼
務
）さ
れ
、
学
生
や
大
学
の
発
展
の
た
め
に
、

そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
見
事
に
そ
の
重
責
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
生
と
同
窓
会
の
関
係
は
深
く
、
二
〇
一
六
年
か
ら
三
年

間
、
同
窓
会
の
奨
学
生
選
考
委
員
と
し
て
、
奨
学
生
の
選
考
・

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は

優
し
く
、
深
い
愛
情
で
奨
学
生
を
励
ま
し
、
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
優
し
い
笑
顔
に
、
多
く
の
学
生
た

ち
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

副
学
長
就
任
後
は
、
奨
学
生
選
考
委
員
を
退
か
れ
ま
し
た

が
、
い
つ
も
同
窓
会
を
心
に
か
け
て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
五
月
、
先
生
は
本
学
の
名
誉
教
授
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
学
園
の
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

本
保
恭
子
先
生
大
・
二
十
六
期
・
児
童

（
副
学
長
・
名
誉
教
授
）

本
保
恭
子
副
学
長

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



　

二
〇
二
三
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会
は
、
令
和
五
年

五
月
二
十
七
日（
土
）、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

中
央
棟
八
階
会
議
室
に
て
、
代
議
員
二
十
四
名
、
委
任

状
出
席
八
十
九
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
は

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

　

令
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　

令
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　

次
期
役
員
選
任
承
認
の
件

総会報告代議員名簿・文化講座

講 座 名

テキスト代・資料代他
（4,000円程度）

テキスト代（2冊）
4,080円（税込）

ペン習字
文部科学省後援硬筆毛筆書写検定
岡 山 県 審 査 委 員
日本ペン習字研究会師範

橋 本 真 理（紫 泉）

5月～7月、10月～1月
毎週水曜日15：00～16：10

5月～7月、10月～2月
①第２・４火曜日 13：30～15：30
②第２・４木曜日 13：30～15：30

①大学生／同窓生クラス
５月～３月 第１・３木曜日
13：30～14：30
②清心幼クラス ５月～３月
第２・４月曜日14：00～15：00
③清心小クラス ５月～３月
第２・４月曜日15：30～16：15

第１月曜日（月１回）10：30～ 11人

書写検定受験者は
受験料別途必要

扇（4,000円）

着物（ゆかた）・足袋等は
各自ご用意ください

20,700円
（1カ月/2,800円）

公的資格の文科省後援硬筆書写検定３
～１級の取得を目指す。万年筆、ボー
ルペン、筆ペンなどで、宛名書き、履
歴書、季節の挨拶状など、実用的なス
キルを楽しみながら身につける。

きもの
　着付け

むつみ京都総合学院学院長

吉　井　睦　美

一 級 家 元 教 授

菊　井　優　子

5月～7月、10月～2月
①毎週金曜日10：00～12：00
②毎週金曜日13：30～15：30

25,900円
（1カ月/3,100円）

花代・１回
900円

34,100円
（1カ月/3,000円）

21,100円
（1カ月/2,500円）

ゆかたから留袖まで自分で着られるように
なる。和の文化について学べるし、マナー
も身につけることが出来る。人に着せ付け
ることも可能。講師の資格も取得できる。

活 け 花
（小原流）

日本舞踊
（正派若柳流）

正 派 若 柳 流 師 範
岡山日本舞踊協会会員
公益社団法人 日本舞踊協会会員

若　柳　桃　保

花に触れ、花を活けながら花とたわむ
れ、自分の内にある感性を育てていき
ましょう。

楽しみながら日本舞踊ができる様、初
心者の方にも習得しやすい小曲を中心
に指導を行う。また、踊りのお稽古を
通して着付け、礼儀作法も身につける
ことができる。

講　　　　師 内　　　　容 曜日・期間等

同 好 会 名

源氏物語を読む会

内　　　　容 開講期間 部員数（令和５年１月時点）

受講料（全納） 教　材　費

2023年度  文化講座

2023年度  文化同好会

〝学びの旅を始めませんか!!〟

申込み・問合わせ

奨学金の給付
奨学生指導会
奨学生支援バザー
奨励賞
ゆめ文庫
フリージアの会
エンジェル会
同窓生の集い
会報発行
支部支援
名簿管理
プレゼンコンテスト
一般寄付金手数料
ナミュール修道女会寄付
資格取得支援講座費
文化講座費
期首商品棚卸高
書籍、その他物品仕入
期末商品棚卸高

給与手当
法定福利費
会議費
旅費交通費
消耗品費
消耗什器備品費
通信費
修繕費
印刷費
光熱水費
保健衛生費
賃借料（リース料）
保全費
管理費
手数料
雑費
租税公課

リース資産支出
諸事業積立金
会報発行積立金
建物積立金

（新校舎建設寄付金含む）

入会金、会費収入
一般寄付
支部より寄付支援
資格取得支援講座収入
文化講座収入
バザー売上
書籍売上
その他物品売上
受取利息
雑収入
受取手数料
名簿積立金取り崩し

15,000,000
1,500,000

15,000,000
260,000
150,000

80,000
30,000
30,000
350,000

32,400,000
34,945,950
67,345,950

15,040,000
2,367,363

13,196,420
165,600
348,900
2,052

123,556
3,565
71,350
279,095

31,597,901
34,945,950
66,543,851

15,000,000
1,500,000

13,500,000
200,000
200,000

50,000
10,000
30,000
300,000
3,500,000
34,290,000
38,324,709
72,614,709

（単位：円）〈収入の部〉

ノートルダム清心女子大学同窓会
2022年度  決算報告（令和４年４月１日～令和５年３月31日）
2023年度  予　　算（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

科　　　　　目
中 科 目

2022年度
総括予算額

2022年度
総括決算額

2023年度
総括予算額大 科 目

会 費 収 入
寄付金収入

事 業 収 入

雑 収 入

特別会計繰入金
小　　　計

前期繰越収支差額
合　　　計

奨学金事業

ボランティア

ホームカミング
会報発行

支部支援

非収益事業

収益事業

2,800,000
100,000
100,000
200,000
60,000
60,000
60,000

1,200,000
4,000,000
390,000
100,000
680,000
50,000
300,000
7,400,000
250,000
288,504
40,000

△ 288,504
17,790,000
5,800,000
800,000
600,000
30,000
400,000
200,000
380,000
50,000
150,000
360,000
50,000
182,000
150,000
640,000
30,000
800,000
600,000

11,222,000
34,658,734
675,216
1,000,000
1,000,000
1,000,000

67,345,950

2,811,000
13,071
101,515
110,000
131,075
31,151
38,965

1,159,850
3,663,871
230,400
11,063
450,218
31,264

6,096,581
138,116
288,504
341,900

△ 406,390
15,242,154
4,906,945
834,065
891,935

390,601

298,142

82,852
498,580
93,826
78,960
137,554
578,842
70,995
375,820
681,603
9,920,720

56,268
1,000,000
1,000,000
1,000,000
38,324,709
66,543,851

1,960,000
100,000
100,000
200,000
60,000
60,000
60,000
400,000
4,000,000
740,000
3,500,000
500,000
50,000
300,000
6,500,000
190,000
406,390
40,000

△ 406,390
18,760,000
5,800,000
820,000
800,000
30,000
400,000
100,000
300,000
50,000
120,000
500,000
90,000
80,000
150,000
640,000
30,000
500,000
600,000

11,010,000
42,844,709

72,614,709

〈支出の部〉
科　　　　　目

中 科 目 小 科 目
2022年度
総括予算額

2022年度
総括決算額

2023年度
総括予算額大 科 目

事 業 費

管 理 費

予 備 費
固定資産取得支出

積立金支出

小　　　計

小　　　計

次期繰越収支差額
合　　　計

1213

（自前の扇がある方は
　　　　　ご持参ください）

垪　

和　

陽　

子

安　

東　

み
さ
を

青　

木　

知
恵
子

三　

宅　

雅　

子

久　

一　

純　

子

小
笠
原　

ヒ
ロ
子

西　

井　

和　

子

横　

溝　

洋　

子

中　

桐　

恵　

子

松　

本　

千　

春

友　

實　

浩　

子

荒　

内　

和　

美

北　

川　
　
　

英

福　

田　

好　

子

藤　

原　

佳
希
子

吉　

田　

行　

枝

古　

川　

順　

子

妹　

尾　

美
穂
子

ミ
ラ
ー　

典　

子

那　

須　

雅　

子

世　

良　

佳　

子

齋　

藤　

幸　

子

田　

中　

恵　

子

○
理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

◎
理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

○
理
事

　

理
事

　

理
事

　

理
事

○
理
事

　

理
事

　

監
査
委
員

　

監
査
委
員
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国
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児
童

25
期
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英
文

25
期
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英
文

26
期
・
英
文

27
期
・
食
品

31
期
・
英
文

31
期
・
国
文

31
期
・
家
政

31
期
・
家
政

31
期
・
家
政

31
期
・
家
政

31
期
・
家
政

32
期
・
国
文

32
期
・
児
童

34
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英
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期
・
英
文
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期
・
家
政

31
期
・
家
政

35
期
・
家
政

二
〇
二
三
年
度

役
員
名
簿

（
◎
は
会
長
○
は
副
会
長
）

二
〇
二
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年
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員
名
簿

期・科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名期 ・ 科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名
石 井 良 枝
古 田 啓 子
元 井 和 子
齋　藤 　緑
光 藤 明 子
実 光 詔 子
石　津　ミチ子
安 井 和 子
天　野　ひろみ
森　本　芙佐子
上 川 和 子
米 本 弘 子
秦 野 弘 美
内 田 順 恵
古 賀 由 恵
上 野 和 子
坂 本 鈴 子
稲 田 敏 子
片 岡 富 子
鳥 取 温 子
甲 田 正 子
横 内 泰 江
正　岡　ふゆみ
小 山 育 子
三 輪 洋 子
長 野 育 子
椋 代 公 子
神 浦 由 里
佐 藤 泰 子
菊 井 優 子
英　　　千恵子
仁 熊 恭 子
大河原　桂　子
豆 谷 裕 子
福 田 澄 恵
牧 　 豊 子
山　本　美智子
服 部 裕 子
佐 藤 千 壽
片 岡 一 惠

河 原 秀 子
長 尾 祥 誉
大 月 昌 子
前 田 明 美
金 光 真 里
畑　野　比呂美
藤 田 雅 子
佐　藤　由美子
甲 斐 美 恵
池 内 比 美
佐久間　敦　子
横 溝 美 子
高 木 祥 子
森 川 千 代
前 田 敦 子
岸 本 晴 美
時 久 祐 子
中 野 明 子
名木田　いづみ
佐 藤 容 子
梅 田 史 恵
青　木 　泉
渡 部 睦 美
石　井　知恵子
近　藤　美智子
木 村 久 恵
山　本　小百合
中　内 　香
髙 野 友 紀
渡 辺 好 美
吉 村 香 里
岡　　　智　香
井 上 圭 子
福 長 里 彩
内 藤 知 美
中 司 恵 理
仁 科 麻 紀
東 山 有 未
榎 本 尚 子
国 司 尚 美

松 岡 一 美
岡 村 亜 希
濱 田 晶 子
北 原 香 奈
堀 米 直 子
筒 井 智 美
西 川 照 美
髙　橋　三紗子
青　木　美樹子
内 藤 景 子
菱 川 明 子
金 谷 祐 子
神 原 芳 里
野 瀬 裕 子
秀 　梓
藤 田 雅 子
井 上 結 貴
柏 瀬 晴 子
小 林 由 佳
石　原　三希江
久木野　優　子
槇　尾　早奈恵
笠 原 彩 奈
信 江 有 紀
西 川 綾 華
渡 邉 貴 子
笹　治 　里
石　田　みずえ
川 﨑 有 理
俣 野 由 佳
藤 原 果 奈
枝 木 佑 充
中 村 綾 乃
末 永 貴 子
藤　澤 　杏
竹 本 涼 香
木 村 真 緒
藤 澤 香 恋
森 田 千 弓
濵　田 　歩

佐 藤 祐 美
佐 藤 菜 摘
守 本 奈 央
王 野 早 織
太　田 　桜
大 福 成 美
藤 井 咲 紀
守 安 美 晴
湯 浅 果 音
大　谷　理彩子
松 田 愛 見
辻 岡 彩 菜
原　　　麻　維
岡 市 理 沙
安　田　万智子
夏 山 詩 菜
西 原 菜 月
滝 澤 真 由
濃 野 真 衣
片 岡 瑞 稀
塚 本 真 奈
尾 本 菜 月
平 井 夢 香
平 井 万 裕
松 尾 美 咲
片 岡 里 菜
畠　　　菜　緒
疋　田　和佳菜
松 岡 歩 美
岩 藤 真 琴
小 谷 友 香
小坂田　知　佳
山 本 亜 季
谷 岡 歩 美
藤 岡 も え
守 屋 那 菜
吉 岡 桃 子
大 原 千 佳
岡 田 瑠 奈

大 8 期・国
大10期・国
大10期・家
大12期・家
大13期・家
大15期・国
大15期・家
大17期・英
大17期・国
大18期・英
大18期・国
大18期・家
大18期・家
大18期・児
大18期・児
大19期・国
大19期・食
大20期・児
大20期・食
大21期・国
大21期・家
大21期・家
大21期・児
大21期・食
大23期・英
大23期・国
大23期・児
大24期・英
大24期・英
大24期・家
大24期・食
大25期・英
大25期・国
大26期・英
大26期・児
大26期・児
大26期・食
大27期・家
大28期・国
大28期・家

大28期・家
大28期・食
大29期・英
大29期・英
大29期・児
大30期・英
大30期・食
大31期・英
大31期・家
大32期・家
大32期・家
大32期・家
大33期・英
大33期・家
大34期・国
大34期・家
大35期・国
大35期・家
大35期・食
大36期・家
大36期・児
大36期・食
大37期・食
大37期・食
大38期・国
大39期・児
大39期・食
大40期・英
大41期・英
大41期・英
大41期・家
大41期・児
大42期・家
大43期・国
大43期・家
大43期・食
大44期・英
大44期・国
大44期・児
大45期・英

大45期・国
大45期・家
大46期・食
大47期・食
大48期・児
大49期・英
大50期・英
大51期・英
大51期・食
大52期・日
大52期・食
大54期・食
大55期・社
大56期・生
大57期・児
大57期・食
大58期・食
大58期・食
大59期・生
大60期・日
大60期・日
大60期・社
大61期・日
大61期・日
大62期・日
大62期・日
大63期・社
大63期・生
大64期・社
大64期・社
大66期・児
大67期・日
大67期・日
大68期・英
大68期・英
大68期・日
大68期・日
大68期・現
大68期・現
大68期・児

大68期・児
大68期・食
大68期・食
大69期・英
大69期・英
大69期・日
大69期・日
大69期・現
大69期・現
大69期・人
大69期・人
大69期・児
大69期・児
大69期・食
大69期・食
大70期・英
大70期・英
大70期・日
大70期・日
大70期・現
大70期・現
大70期・人
大70期・人
大70期・児
大70期・児
大70期・食
大70期・食
大71期・英
大71期・英
大71期・日
大71期・日
大71期・現
大71期・現
大71期・人
大71期・人
大71期・児
大71期・児
大71期・食
大71期・食
（2023.5 現在159名）

※文化講座は５月開講、随時受け付けます。 冷暖房費年間1,100円が受講料に含まれています。

上記の文化同好会のように、趣味が同じ同窓生・学生が参加し、サークル感覚で楽しく活動できる同好会を随時募集しています。
趣味の例 ： 刺繍、水彩画、イラスト、映画鑑賞、語学 など　☆申請方法などは同窓会までお問い合わせください☆

同窓会文学講座を継承し、源氏物語に親しむ

文化同好会募文化同好会募集！！文化同好会募集！！

二
〇
二
三
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会

監　査　報　告
令和４年４月１日から令和５年３月31日までの令和４年度に

おける会計及び業務の監査を行い、次のとおり報告する。

１ 監査の方法の概要
（１）会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧など必要と
　　　思われる監査手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。
（２）業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、
　　　理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と
　　　思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性を検討した。

２ 監査意見
（１）収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録
　　　は会計帳簿の記載金額と一致し、会の収支状況及び財政状
　　　態を正しく示していると認める。
（２）事業報告書の内容は真実であると認める。
（３）理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは会則
　　　に違反する重大な事実はないと認める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　　令年 5 年 4 月14日

文化同好会を開いてみませんか文化同好会を開いてみませんか？文化同好会を開いてみませんか？

ノートルダム清心女子大学同窓会
〒700-8516 岡山市北区伊福町2-16-9 TEL（086）253-8496
E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

代
議
員
に
つ
い
て　
年
一
回
の
代
議
員
総
会
は
、
同
窓
会

の
最
高
議
決
機
関
で
す
。
総
会
に
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席
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委
任
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含
む
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同
窓

会
の
活
動
や
、
会
の
あ
り
方
な
ど
を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

rurud
長方形



同窓会より
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大学からのお知らせ

■６月18日（日）■７月23日（日）■８月11日（金・祝）
■９月18日（月・祝）■2024年３月20日（水・祝）
＊事前にお申し込みのうえ、参加してください。
中止・変更が生じた場合は本学公式ホームページでお知らせします。

■日 時
■場 所
■内 容

第２・第４木曜日  10：00～16：00
ルルド館 ２階 第２会議室
①点訳絵本の作製と貸し出し
（一般の方・岡山盲学校小学部の方）
②点訳絵本蔵書目録の作成
③「会報」の点訳（パソコン）

ゆめ文庫の活動

■日 時
■場 所
■内 容

第2火曜日・第4水曜日（10：00～14：30）
ルルド館 １階 第１会議室
手作り品の制作

フリージアの会の活動

・児童院 ・睦学園 ・療育園 

エンジェル会の活動

＊コロナ禍の為、活動は現在休止しています

■旭川荘

■ルルド館 １階 第１会議室
・ハンドベルの練習  第１金曜日（10：00～）
　　　　　　　　  第４火曜日（13：00～）

寄附金のお願い

　ノートルダム清心女子大学同窓会会員の皆様
　平素は本学の活動に多大なご支援を賜り誠にありがとうございます。本欄では2022
年度本学が実施してきた諸施策について報告するとともに、2023年度の取り組み予定
についてもお知らせいたします。
2022年度に実施した施策の第一は、全面的に対面授業を再開したことです。新型

コロナウイルス感染症の動向を注視しつつ、感染症対策に万全を期したうえで年度初め
から対面授業の全面実施に踏み切りました。それにより学生と教職員、学生同士の交流
を一層充実させることができました。第二に、教学面の充実に取り組みました。文学研
究科に英語英米文学専攻博士後期課程を開設することが文部科学省に受理され、2023
年度より新規の入学生を受け入れることになりました。また新学部（仮称：国際文化学
部、情報デザイン学部）についても文部科学省に設置認可申請を行なっています。第三
に、大学の教育環境の整備や多様な学生の受け入れ体制の構築に務めました。引き続き大学キャンパスのバリア
フリー化を進めたほか、2024年春の完成を目指した新棟（７階建）の建設も決定しました。また「多様な学生受入れ
ガイドライン」を制定し、トランスジェンダー女性を2023年度から受け入れる体制を整えました。
　2023年度についても、コロナの感染状況に留意しつつ、対面授業を基本としながらも、遠隔授業の利点も取り
入れ、教育の質を一層高めてまいります。大学の魅力や動きを様々なステークホルダーに伝えるため、情報発信
の質、量の向上にも引き続き努力します。また、学生の能力や成長を可視化するアセスメントの本格導入や、地
域行政などとの連携による学びの機会の充実などを実現していきます。
　本学はこれからも学生の成長を目的に諸施策に取り組んでまいります。今後も一層のご支援を賜りますよう、
よろしくお願いいたします。

学 長

副学長

副学長

津 田 　 葵（英文学科14期）
豊 田 尚 吾（人間生活学部教授）
小 林 謙 一（人間生活学部教授）

2023年度役職者の紹介

文 学 部 教 授
文 学 部 教 授
人間生活学部教授

文 学 部 准 教 授
人間生活学部准教授
文 学 部 講 師
人間生活学部助手
総 務 部
施設企画管理部（管財）

伊 藤 豊 美
西 尾 和 美
本 保 恭 子

小 野 真由美
山 本 幾 子
野 澤 真 樹
佐 伯 綾希子
友 野 　 琢
三 上 信 悟

ありがとうございました
― ご退職の先生方 ―

ノートルダム清心女子大学
副学長（経営担当）

豊 田 尚 吾

● 学術研究・教育活動の奨励または支援
● 教育研究環境の拡充　  　　
● 本学学生に給付する学資
● 目的は問わない

40,000円
41,000円
209,000円
366,259円

3件
5件
5件
29件 計 656,259円

本学では、これからも学生支援に全力を挙げてまいります。
引き続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。

　卒業生の皆さまには「一粒の麦」などを通じて、日頃から温かいご支援をい
ただき、心より感謝申し上げます。2022年度寄付金について、以下のとおりご
報告申し上げます。

2022年度 寄付金等のお礼とご報告

2022年度
寄付金

● 2023年度 オープンキャンパスのご案内

○詳しくは、本学公式ホームページをご覧ください。

TEL：086-255-5585（直通）

入試広報部

入試広報部

◎学科の内容や入学者選抜について動画で紹介しています
本学公式ホームページに　　　　　　　　　　　　　を開設WEBオープンキャンパス

受験生
サイト

2022年度活動報告及び2023年度の取り組みについて
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理 事 会

総務委員会

●
使
用
で
き
る
人

●
使
用
目
的

●
休
館
日

部屋の名称

備　　　考

※冷暖房費は使用料に含む

超 過 料 金
（１時間につき各料金の２割増し）

収容人数

使　　用　　料

１Ｆ

２Ｆ

第１会議室
第２会議室
う　め（和室）
かえで（和室）

20人
10人
7～8人
7～8人

3,000円
1,500円
2,000円
2,000円

4,000円
2,000円
2,500円
2,500円

（会議・会合等）４時間以内
平　日：９時～16時

① ②

同
窓
会
館
利
用
の
し
お
り

土
曜
日
・
日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・

創
立
記
念
日
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ツ

デ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
夏
季
休
業
・

冬
季
休
業
等

①②
学
生
・
同
窓
生
・
岡
山
清
心

女
子
専
門
学
校
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
現
旧
教

職
員（
客
員
）及
び
そ
の
家
族

附
属
校
、
姉
妹
校
関
係
者
及

び
そ
の
家
族
・
同
窓
会
会
長

が
承
認
し
た
者

諸
会
議
・
趣
味
の
集
ま
り
・
同
期

会
な
ど

住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
す
み
や
か
に
会
員
情
報

変
更
届
け
フ
ォ
ー
ム・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ

Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
で
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

住
所
等
変
更
届
け
の
お
願
い

謹 弔 謹んでご冥福をお祈りいたします ※不掲載をご希望された方のお名前は
　記載しておりません。

寄附金は、奨学金事業等に使わせていただきます。会報同封
の振込用紙をご利用ください。この振込用紙は郵便局専用です。
お振込みの際は、郵便局窓口をご利用ください。この振込用
紙で寄附金以外の納入はできません。ご協力いただいた方は、
お名前を会報に掲載することをご了承ください。
※郵便局より現金で振込む場合、料金（110円）が払込人様負担として
加算されます。

ボランティア募集中！

 弔 謹んでご冥福

加算されます。

訃 報
2016年生涯教育講座でご講演いただいた鮫島純子氏が 2023 年１月 19 日にご逝去されました。
謹んでお悔み申し上げます。

○活動に参加ご希望の方は、お問合せください

TEL 086－253－8496
ノートルダム清心女子大学同窓会

※設置計画は予定であり、内容に変更があり得ます。

から

オリジナルブックカバー
　卒業生・在学生
限定のオリジナル
ブックカバー（文庫
用）に新しく菊、 
松、ばらが追加さ
れ、藤と銀杏を合わせて５種
のデザインが揃いました。
　右のQRコードからダウン
ロードしてください。

赤木（永原）松枝 様 （専３・被）
小松原（鳥越）美子 様 （大２・英）
小榑（櫻井）淳子 様 （大４・英）
青木（植田）奈美代 様 （大７・英）

髙橋（石橋）あき子 様 （大８・英）
井上（鹿野）惠子 様 （大８・英）
小島（三島）正子 様 （大11・英）
梶田（梶田）欣子 様 （大13・英）

渡辺（坪井）惠美子 様 （大16・英）
北矢（野田）睦子 様 （大17・食）
西川（有森）幹枝 様 （大18・児）
横山（横山）孝子 様 （大18・児）

阿部（野崎）美佐子 様 （大21・児）
福田（松川）洋子 様 （大21・家）
河目（河本）典子 様 （大22・児）
吉田（古賀）万里子 様 （大23・児）
深山（箱山）千江子 様 （大43・児）

大 23 期家政学科の皆様お元気でしょうか。卒業以来
４年に１度の同窓会を実施し、ご参加いただいていまし
たが、今後はホームカミングデー「同窓生の集い」でお
会いしましょう。
　どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

連8496

大 23 期家政学科の皆様お元気でしょうか。卒業以来
４年に１度の同窓会を実施し、ご参加いただいていまし
たが、今後はホームカミングデー「同窓生の集い」でお

同期会のお知らせ

rurud
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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来春、新学棟が完成する予定（修道院跡）
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同窓会創立70周年記念式典・懇親会

2022年度 活動報告

ボランティア

学生支援事業

支部だより
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総会報告

代議員名簿・文化講座

同窓会より

大学からのお知らせ
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大学祭が中止になった場合には、「同窓生の集い」「奨学生支援バザー」は開催を中止します。
中止の際は、同窓会 HP でお知らせします。大学に準じて開催しますので、内容は変更すること
があります。ご不明な点は同窓会事務局までお問合せください。

南東から見た完成予想図（2024年４月竣工予定）

ご卒業50周年をお迎えになられ、心よりお喜び申し上げます。皆様のご卒業50周年を記念し
「同窓生の集い」へのご参加を呼びかけています。ささやかな記念品を用意しております。
　どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学21期の皆様へ

令和　　　年　　　月　　　日（土）― 大学祭初日 ―５ 10 28

ホームカミングデー
「同窓生の集い」のご案内

時 間

場 所
内 容

■

■
■

：

：
：

11：30 ～〔受付11：00～〕
＊会食後は自由にご歓談・散策をお楽しみください
大学学内
会食・スクリーン映像・学内ツアー（未定）

参加費
申込み方法

■
■

：
：
3,500円（昼食代含む）
9月1日（金）～ 9月30日（土）

＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

＊会報に同封の振込用紙にて振込

●時　間：10：00～14：00 ●場　所：ヨゼフホール 1F ヨゼフホールラウンジ
＊注意事項：学内への車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

加を呼びかけています。ささやかな記念品を
の上、ご参加ください。

4：00 ●場 所：ヨゼフホ ル 1F

奨学生支援バザー
フリージアの会による手作り品・セレクトショップ・遊休品・マイショップ・ブランドリユース品

掘り出し物ぞくぞく、魅力満載です。ぜひお出かけください。

本紙の印刷には環境にやさしい植物性大豆油インクを一部使用しています。

●題字　故・高木聖鶴

編集後記 会報第59号をお届けします。同窓会は、令和 5年、創立
70周年を迎え、2月にANAクラウンプラザホテルで記念式典を開催しました。
同窓生との再会を喜び、大学、同窓会の更なる発展を願いました。
　同窓会の活動はとても地道なものですが、Sr. 渡辺がおっしゃったように、
小さな事にも心を込めながら、今後も活動していくつもりです。
　今年のメインカラーは菊の琥珀色です。琥珀のごとく奥ゆかしく、菊花の
ごとく気品髙く、風格高き美徳をもってという意が込められています。
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ノートルダム清心女子大学同窓会
HP: https://ndsu-rurudo.jp　E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9
ＴＥＬ＆ＦＡＸ（086）253-8496 

■お問合せ

新たな学び舎の建設が進んでいます
　2024年は６名のシスターがアメリカ合衆国から来岡して、ちょうど100周年にあた
ります。その節目の年に、大学では新学部の設置構想とともに新学棟の建設が進め
られています。情報化、グローバル化が急速に進む社会で活躍できる人材を育成す
るため、また学生一人ひとりの潜在能力を十二分に引き出す教育を実践するため、
ハードとソフト両面の充実を実践しています。
　同窓生の皆様には、日頃から多大なるご支援を賜っているところ恐縮ではござい
ますが、私たちの後輩のため、また母校の発展のため、教育環境拡充資金へのご協
力をよろしくお願いいたします。
　詳細は同封の「ノートルダム清心女子大学教育基金　一粒の麦」をご覧くださいま
すようお願いいたします。
　なお、ご寄付の返礼品として、シスター渡辺和子のメモリアルグッズ作成を検討
しております。（詳細は、８月以降HPに掲載予定）

～ ～教育研究環境の拡充

ノートルダム清心女子大学　学 長 津 田 　 葵
ノートルダム清心女子大学同窓会　会 長 横 溝 洋 子
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